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Abstract

　This paper introduces the history of "Earth Leaning Idea" published in every 1-2 
week （s） since 2017. The aim of ELI is " To develop an internet-based support network 
for teacher trainers and teachers of Earth science and geography across the globe, by 
providing educational resources that will promote interactive teaching and the 
development of investigational and thinking skills". Translation of ELI contents and 
distribution system of hands-on experiments equipment will contribute to foster science 
literacy for citizenship. 
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1. はじめに

　全世界的な気候変動や環境問題、エネルギー資源問題や自然災害など、現在の社会が直
面する様々な課題について、正しく理解し、行動をとるためには、科学リテラシー・科学
教育、特に地学分野の教育は重要である。日本の初等中等教育における地学分野の教育は、
小学校の「太陽と地面の様子」（第 ３ 学年）、「雨水の行方と地面の様子」（第 ４ 学年）、「天
気の様子」（第 ４ 学年）、「月と星」（第 ４ 学年）、「流れる水の動きと土地の変化」（第 ５ 学年）、
天気の変化」（第 ５ 学年）、「土地のつくりと変化」（第 ６ 学年）、「月と太陽」（第 ６ 学年）、
中学校の「身近な地形や地層、岩石の観察」（第 １ 学年）、「地層の重なりと過去の様子」（第
１ 学年）、「火山と地震」（第 １ 学年）、「自然の恵みと火山災害・地震災害」（第 １ 学年）、「気
象観測」（第 ２ 学年）、「天気の変化」（第 ２ 学年）、「日本の気象」（第 ２ 学年）、「自然の恵
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みと気象災害」（第 ２ 学年）、「天体の動きと地球の自転・公転」（第 ３ 学年）、「太陽系と恒
星」（第 ３ 学年）と続く（文部科学省, 2009）。高等学校では、平成21年 3 月の学習指導要
領改訂以降、「地学基礎」（ ２ 単位）および「地学」（ ４ 単位）が設置されている。ただし、
教科書需要数から推測した地学基礎および地学の履修率は、それぞれ約26％、約 1 ％と極
端に低い（吉田・高木, 2020）。また、地学および地学基礎の開設率が低いことは、地学系
教員数の減少にも直結している（藤林ほか, 2010）。小学校現場で文系の教員が多いこと
と、中学校・高等学校での地学系教員数の減少は、教育現場で地学を専門としない教員が
地学分野の教育を受け持つことになり、教員の苦手意識も合わせて、生徒たちが環境問題
を考える時に欠かせない地学分野の学習がなおざりになる恐れがある。
　Earth Learning Idea（ELI）は、 ２ 週間に １ 度の頻度でインターネット上に無償で公開
されている、地球科学における様々な現象などを理解するためのハンズオン教材である

（Earth Learning Idea, online：index.html）。一般的な理科室や身近にあるものを使って
実践できるアイデアが解説と共にまとめられている。英国では、地学分野の教員が参加す
る学会組織（Earth Science Teachers' Association：ESTA）があり、年に １ 回の集会を
開催している。ここでは、通常の口頭発表・ポスター発表のほかに、「Bring and Share 

（B&S）」と呼ばれるセッションが毎回設けられている。B&Sは、壇上で簡単なアナログ
実験や教材・教具を実演して紹介する取り組みである。学会発表よりも堅苦しくなく、教
員がアイデアを広く披露し、参加者からのフィードバックと改善にもつながる。ここで発
表されたアイデアから、ELIに掲載されたものも多く存在する。
　本論では、学校教育現場で広く活用することができるELIの歴史とこれまでに公開され
たコンテンツ、日本語翻訳版を解説する。

2. Earth Learning Ideaの歴史

　ELIは、2007年の当初から、クリス・キング（Chris King）、ピーター・ケネット（Peter 
Kennett）、エリザベス・デイボン（Elizabeth Devon）の ３ 名が中心となって開発が進め
られてきた。英国キール大学名誉教授のクリス・キング氏は、ブリストル大学で地質学の
学士、リード大学で堆積学の修士号を取得後、英国・キール大学（Keele University）で
教育学のトレーニング（Postgraduate Certificate in Education：PGCE）を受け、19年間
に渡って英国の公立学校（state school）で地学・地理を教えた。その後、キール大学で
地学を教え、1999年から2016年まではキール大学の地球科学教育ユニット（Earth 
Science Education Unit）のディレクターを務めた（Fig. 1）。この間、国際地質科学連合・
地球科学教育小委員会（IUGS-COGE）の副会長、国際地学教育組織（IGEO）の役員、
英国地球科学教員組織（Earth Science Teachers' Association：ESTA）の会長を歴任し
ている。残念ながら、2022年 2 月に逝去された。ピーター・ケネット、エリザベス・デボ
ン両氏も、大学で地質学の学位を取得したあと、長く公立学校で地学を教えていた経験を
持つ。ケネット氏は、ESTAの創立メンバーでもある。
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Fig. 1　クリス・キング氏（左）

　キール大学の地球科学教育ユニット（Earth Science Education Unit：ESEU）は、英
国のKey Stage 1〜4（ 5 歳〜16歳までの義務教育課程）の教員に、地球科学の継続教育

（Continuing and Professional Development：CPD）を実施している。民間企業からの資
金援助を受け、実質的に無償で学校に提供されている。学校側は標準的な実験器具、コピー
代、ファシリテーターの旅費のみを負担する。トレーニングを受けたファシリテーターが
移動式の科学キットを持参し、半日〜 1 日程度のモジュール化されたELIの教材コンテン
ツを使ってワークショップを行う。
　ELIの初回の投稿は、2018年の国際惑星地球年に先立って、2007年 5 月に公開された。
以降、2007年 9 月から12月から月に １ 度、2008年 1 月からは 1 〜 2 週に １ 度の頻度で公開
が続けられている。
　2023年12月までに合計で429本以上の教材がアップロードされており、2008年12月から
2023年11月までの総ダウンロード数は、6,517,737回である。ダウンロードが多い国は、米
国・英国・インド・豪州・カナダ・スペインなどである。

4. 世界各国のELI

　インターネット上に無償で公開されるELIのコンテンツは、世界各国の協力者によって
翻訳・公開がされている（Table 1）。日本語への翻訳は、渡来めぐみ先生（茗渓学園中学
校高等学校）と澤口（東洋大学）がボランティアで協力をして行なっており、以下のサイ
トで公開されている（日本語版ELI, online：index.php）。
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Table 1　翻訳された言語とコンテンツ数

5. ELI教材とリスト

　 １ つの教材は、２ 枚程度のPDFファイルからなり、その中には指導の要領として、題名、
副題、概要、対象年齢、必要な時間、達成目標、発展的な学習、用意するもの、役立つリ
ンク、などが記載されている（Figs. 2, 3）。
　ELIは、ウェブサイトからダウンロードができるが、（ 1 ）キーワード検索、（ 2 ）カテ
ゴリー別リスト索引、（ 3 ）アルファベット順リスト索引、の ３ つの方法でコンテンツを
選び出すことができる。いくつかのELIには、発展的な追加コンテンツ（Extension）や
動画ビデオなどが利用できる。
　全てのELI教材は、10個のカテゴリーと、合計で57個のサブカテゴリに分類がされてい
る（Table 2）。 1 つのELI教材は、それぞれ １ 〜 ３ 個のカテゴリーに分類されている。
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Fig. 2　ELI教材のイメージ

Fig. 3　日本語版ELI教材のイメージ
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Table 2　ELIのカテゴリー分類
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Table 3　2023年までに公開されたELIリスト（カテゴリー別）
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Table 3　続き
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44 澤　口　　　隆

Table 3　続き



45Earth Learning Ideaの歴史

Table 3　続き



46 澤　口　　　隆

Table 3　続き



47Earth Learning Ideaの歴史

Table 3　続き



48 澤　口　　　隆

Table 3　続き



49Earth Learning Ideaの歴史

Table 3　続き



50 澤　口　　　隆

Table 3　続き



51Earth Learning Ideaの歴史

Table 3　続き



52 澤　口　　　隆

Table 3　続き



53Earth Learning Ideaの歴史

Table 3　続き



54 澤　口　　　隆

Table 3　続き



55Earth Learning Ideaの歴史

Table 3　続き



56 澤　口　　　隆

6. まとめ

　ELI教材は、教育目的で利用される場合は著作権が放棄され、誰でも自由に利用するこ
とができる。充分な実験器具が準備できないような環境でも実施ができること目指してい
るので、開発当初からインドなどの学校でトライアルが実施されてきた。欧州地球科学連
合（European Geoscience Union：EGU）の教育小委員会（Education Committee：EC）
では、 ４ 月にウィーンで開催される例会の際に“教師のための地球科学情報”ワークショッ
プ（Geosciences Information for Teachers：GIFT）を開催しており、ここでもELIが活
用されている。
　藤林ほか（2010）が、「生徒が科学的な思考を働かせて地学的事象を理解し，またアナ
ログ実験等を通して地学的事象を身近にとらえられるよう、教授法を工夫していくことが
必要 」と指摘するように、ELIを全国の小中学校・高等学校の授業で活用することが期待
される。アメリカ合衆国アラスカ州フェアバンクノーススター学校区では、サイエンスキッ
トと呼ばれる教材を図書館で一括管理し、各学校に配布されており、これを参考に北海道
地域でも、教材・教具の共有システムの試みが始まっている（境, 2022）。今後は、ELI教
材の翻訳作業に加え、こうした支援体制の確立を進めることで、地学教育を通じた科学リ
テラシーの向上を目指す。
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